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はりパリに入院している（Le Monde 紙 2013 年 4 月 28 日付）。しかしながら、今回の入院は
約 3 カ月と長かったため、アルジェリア内外のメディアにおいて、大統領交代の噂と、次期大
統領をめぐる様々な憶測が飛び交った（例えば、Jeune Afrique ウェブサイト 2013 年 5 月 13
日付参照）。 
大統領の入院をきっかけにした報道の加熱の背景には、政治家の世代交代の問題がある。ア















ベン・ベッラが 2012 年 4 月に、第三代大統領シャーズィリー・ベン・ジャディードが 2012
年 10 月に、90 年代の内戦期の国家元首に当たる国家高等評議会議長を務めたアリー・カーフ
ィーが 2013 年 4 月に亡くなっている。国家元首を経験した人物で存命なのは、ブーテフリカ
現大統領と、第四代大統領のヤミーン・ゼルワールのみである。そのゼルワールも次期大統領
への立候補を否定したことから、次の大統領選では国家元首の世代交代が起こる可能性が高い
と見られている（Jeune Afrique ウェブサイト 2013 年 7 月 19 日付）。 
 
チュニジア・ナフダ政権の危機 
2011 年 10 月の制憲議会選挙で第一党となったイスラーム政党「ナフダ運動」が中道左派の
二党と連立を組むチュニジアでは、2013 年に入って二件の政治的暗殺事件が起こり、暴力の横
行への批判が、政権を揺るがす事態になっている。 














抗議して辞任を表明した（La Presse de Tunisie紙 2013 年 7 月 29 日付）。 
 ブラフミー暗殺事件後は、高まる政府批判を背景に、野党議員によって制憲議会のボイコッ
ト・キャンペーンが始まるなど、チュニジア政治全体が迷走状態にある。新憲法（6 月 1 日に
草案が完成していた）制定と、選挙（大統領、国政、地方）の実施がアジェンダ通りに進まな
いことを見て取ったアリード首相は、新選挙法を先に成立させ、今年の 12 月 17 日に選挙を行
うという提案を行った（al-Jazīra ウェブサイト 2013 年 7 月 29 日）。12 月 17 日は、2010 年





























PI が、2013 年 5 月に連立脱退を表明したことで、政治的混乱が起きた。 





いる（Maghrebia ウェブサイト 2013 年 4 月 2 日付）。モロッコ労働者総同盟（UGTM）の代
表を務めたことのあるアブドゥルハミード・シャッバートが 2012 年 9 月に PI 書記長に就任し
たことが、PI の連立脱退表明の背景にある。シャッバートの意向が強く働いたと見られる連立
脱退決議には、PI 内部からも批判があった。例えば、シャッバートと党書記長の地位を争い、
僅差で競り負けた PI 全国評議会メンバーのアブドゥルワーヒド・ファースィーは、PI の連立
脱退はモロッコ政治に危機をもたらすとして批判した（al-Ṣabāḥ紙 2013 年 5 月 15 日付）。 
PI の脱退表明後、国王を「国家の諸機構の最高調停者」と定めた憲法第 42 条の規定に基づ
いて、国王による仲裁が行われた。仲裁の後、7 月 22 日に国王が PI の閣僚 6 人中、党の決定
に従って辞表を提出した 5 人の PI 閣僚の辞任を認めた。今後、PJD を中心に、新たな政党の
参加を得た新連立体制を作り、第二次ベンキーラーン内閣が組閣される見通しである。 
（2013 年 9 月 6 日脱稿、渡邊祥子）
